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第１６回石川県バリアフリー社会推進賞の表彰式について 

 

標記知事表彰の受賞者が決定したので、表彰式を次のとおり行います。 

 

１ 日時及び場所 

   日時 平成２７年１月３０日（金）１０：３０～ 

   場所 行政庁舎４階 特別会議室 

 

２ 受賞者  別紙のとおり 

 

３ 石川県バリアフリー社会推進賞について 

   石川県では、「石川県バリアフリー社会の推進に関する条例」を定めて、

お年寄りや障害のある方をはじめ、県民だれもが自らの意思により自由に

行動し、住み慣れた地域に住み続けられ、社会のあらゆる分野の活動に参

加することのできる障壁のない社会（バリアフリー社会）について、県民

一人ひとりの協力と理解により、力を合わせて実現していくことを目指し

ています。 

   そこで、このような取組を一層深めるために、平成１１年度からバリア

フリー社会推進表彰制度を設け、先駆的、模範的なバリアフリー社会づく

りへの取組や活動を行っている個人や団体を、「施設部門」「活動部門」「福

祉用具部門」のそれぞれの部門において、表彰しています。 

 

（参考） 

 ○表彰区分 

 （１）「施設部門」 

    お年寄りや障害のある方などが利用しやすいように配慮された、不特

定多数の人が利用する県内の公益的施設で、「石川県バリアフリー社会の

推進に関する条例」の整備基準に適合するもの、また、特に改善に積極

的に取り組まれた公益的施設 

 （２）「活動部門」 

    お年寄りや障害のある方の自立と社会参加を支援するための地域にお

けるバリアフリー社会づくりに寄与する一連の活動 

 （３）「福祉用具部門」 

    お年寄りや障害のある方の自立支援や介助者の負担軽減を図るための

創造的な作品 

健康福祉部厚生政策課 
 課長 脇田 明義 
 内線 ４０１０ 
 直通 225-1410 



第１６回石川県バリアフリー 
社会推進賞表彰式次第 

 

 

日 時  平成２７年１月３０日（金）  

１０時３０分から   

式 場  県庁行政庁舎４階 特別会議室 

 

 

 

○ 開 式 

 

 

○ 表彰状贈呈 

   

   施 設 部 門 ： ６名 

   活 動 部 門 ： ３名 

   福祉用具部門 ： ８名 

 

 

○ 知事挨拶 

 

 

○ 閉 式 

 

 

（閉式後記念撮影） 



第１６回石川県バリアフリー社会推進賞表彰式にかかる出席者について

部門 賞 受賞施設・活動・作品 受賞者名 出席者 役職

中能登町 廣瀬
ひ ろ せ

　康雄
や すお

副町長

株式会社　国土開発センター 新
あら

家
いえ

　久司
ひ さ し

代表取締役

能美市 中村
なかむら

　進
すすむ 能美市健康福祉部

子育て支援課　担当課長

株式会社　コスモ計画設計 喜多
き た

　喜郎
よしろう

代表取締役

社会福祉法人　千授福祉会 高畠
たかばたけ

　樹
たずる

施設長

株式会社　未来建築研究所 北方
きたがた

　敏彦
としひこ

代表取締役

最優秀 対面音訳　いずみの会 対面音訳　いずみの会 安田
やすた

　文子
ふ み こ

代表

優秀 社会福祉法人　佛子園 社会福祉法人　佛子園 西田
に し だ

　宏一郎
こういちろう

理事

奨励 ＮＰＯ法人百万石ワールドカフェ ＮＰＯ法人百万石ワールドカフェ 坂本
さかもと

　由美子
ゆ み こ

代表理事

らくらく移動器具 大北　岩 大北
おおきた

　岩
いわ

車いす　ワンステップブレーキ 川端鉄工所　株式会社 川端
かわばた

　健太
け ん た

片手で操作ができるコミュニケーションソフトウェア 安田　圭佑 欠席 金沢工業大学大学院生

手のひらライト 藤田　ひとみ 藤田
ふ じ た

　ひとみ
金城大学保健室
（看護師）

三世代家族の絆を深める輪島塗のご褒美漆器 中島忠平漆器店 中島
なかしま

　ゆき子
こ

より多くの人々に使いやすい漆器製のラーメン鉢 有限会社　能作うるし店 欠席

お荷物たすけくん 築田　智晶 築
ち く

田
た

　智
ち

晶
あき

金沢こども医療福祉センター

のび～るピンチ 南部　ゆかり 南部　ゆかり
専門学校金沢リハビリテーション

アカデミー学生

上着をきれるくん！！ 澤田　雅也 嶋﨑
しまざき

　貴士
た か し 国際医療福祉専門学校

七尾校専任教員

ブックスタンド 菅原　ちさと 菅原
すがはら

　ちさと
専門学校金沢リハビリテーション

アカデミー学生

福
祉
用
具
部
門

最優秀

優秀

奨励

施
設
部
門

最優秀 織姫の里　なかのと

優秀 福岡児童館

優秀 特別養護老人ホーム「礎」

活
動
部
門



＜施設部門＞

受賞施設 受賞者（設置者・設計者）

＜活動部門＞

受賞団体（個人） 団体代表者

＜福祉用具部門＞

（区分） 受賞福祉用具 受賞者

中島忠平漆器店

（企業）
より多くの人々に使いやすい
漆器製のラーメン鉢

有限会社　能作うるし店

奨励賞
（４点）

（一般）

お荷物たすけくん 築田　智晶

のび～るピンチ 南部　ゆかり

上着をきれるくん！！ 澤田　雅也

ブックスタンド 菅原　ちさと

川端鉄工所　株式会社

優秀賞
（４点）

（一般）
片手で操作ができる
コミュニケーションソフトウェア

安田　圭佑

（一般）手のひらライト 藤田　ひとみ

（企業）
三世代家族の絆を深める
輪島塗のご褒美漆器

奨励賞
（１点）

NPO法人百万石ワールドカフェ
（金沢市）

坂本　由美子

最優秀賞
（２点）

（一般）らくらく移動器具 大北　岩

（企業）車いす　ワンステップブレーキ

最優秀賞
（１点）

対面音訳　いずみの会
（金沢市）

安田　文子

優秀賞
（１点）

社会福祉法人　佛子園
（白山市）

雄谷　良成

平成２６年度石川県バリアフリー社会推進賞　受賞者

最優秀賞
（１点）

織姫の里　なかのと
（中能登町）

設置者：中能登町
設計者：株式会社　国土開発センター

優秀賞
（２点）

福岡児童館
（能美市）

設置者：能美市
設計者：株式会社　コスモ計画設計

特別養護老人ホーム　礎
（金沢市）

設置者：社会福祉法人　千授福祉会
設計者：株式会社　未来建築研究所



・施設の入り口から駐車場やバスの停

留所まで続く屋根をはじめ、車いす

使用者でも使用できるように下にス

ペースを設けたトイレの洗面台、視

覚障害者が手の届く範囲に縮小した

点字案内版、授乳所内をパーテイシ

ョンで仕切り、目隠しされたスペー

スなど、全体的に質の高いバリアフ

リーの配慮がなされている施設。 

・また、町の防災拠点として災害時に備

えた設備（仮設トイレ、防災遊具、そ

の他防災施設）などが具備されてい

る。 

 

・車いす利用者でも見やすいように低く設置された

標識や、トイレの入り口横に設置された縦の手す

り（開閉の際に掴むことで安定する）など、日々の

介護での気づきの蓄積から、入所者に対する良質

な配慮がなされている施設。 

・また、炊飯のにおいが広がる造りや、入居者が畑を

楽しむことのできる庭など、施設であることを感

じさせない、まるで家にいるかのような安心感に

より、心のバリアフリーも実現している。 

受賞者の概要 

 

施設部門 

＜最優秀賞＞ 

○織姫の里 なかのと（道の駅） 

（設置者：中能登町  設計者：株式会社 国土開発センター） 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

＜優秀賞＞ 

○福岡児童館（児童福祉施設） 

（設置者：能美市  設計者：株式会社 コスモ計画設計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○特別養護老人ホーム 礎（老人福祉施設） 

（設置者：社会福祉法人 千授福祉会  設計者：株式会社 未来建築研究所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スロープを施設の外壁に沿って

設置し、外観になじませてい

る。また、施設内は安全で使い

やすいよう、角のとられた幅広

い廊下や、視覚的に分かりやす

いように色分けされたトイレ、

車いす利用者が使いやすいよ

う、下にスペースが設けられた

洗面台など、全体的に質の高い

バリアフリーの配慮がなされ

ている。 



（活動内容） 

金沢市立泉野図書館において、視覚障がい者と

対面しながら本や新聞、カタログなど利用者の希

望するものを読んでいる。録音図書や点字図書と

は違い、利用者の求めに応じて読む早さや声の大

きさを変え、行やマスの有無、文字の確認や意味等

を正しく伝え、併せて写真やイラスト、グラフ、色

等も伝えることができている。視覚障がい者の「読

みたいものを読む」ことを可能にしたものである。 

（活動内容） 

障害者支援施設である牧場で飼育しているアル

パカを保育園児が訪ねてきたり、福祉施設などに

貸し出しをしたりしている。貸し出しによるアル

パカとのふれあいを通して、精神的な健康の回復

に繋がるアニマルセラピーの効果も期待できる。

地域イベントへの貸し出しの際は、来場者がアル

パカふれあいコーナーの宣伝に携わる障害者と交

流することで、障害者理解にもつながっている。 

（活動内容） 

聴覚障害者と健聴者でグループを作り、筆談に

よる対話の場を提供している。対話を筆談に限定

することで、手話のできない健聴者の壁を取り除

き、障害を超えた対等な関係を実現している。 

 

活動部門  

 

＜最優秀賞＞ 

○対面音訳 いずみの会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜優秀賞＞ 

○社会福祉法人 佛子園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜奨励賞＞ 

○ＮＰＯ法人百万石ワールドカフェ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（作品概要） 

・車いす－ベッド間の移乗を負担が少なく、安全に行うことのでき

る手動式リフター 

・車いすに敷いたクッションをそのまま吊り上げることで、従来の

ように吊り上げ時にシートを取り付ける煩雑さを解消している。 

・吊り上げ時には被介助者が掴むことのできるバーが取り付けら

れており、吊り上げられる際もそれを掴むことで安心できる。 

 

 

（作品概要） 

・発声が出来ず、身体も自由に動かすことのできない方用のコミ

ュニケーションソフトウェア 

・Leap Motionという装置を用い、人差し指をその上で動かすこ

とにより、空間を認識して PC内の表示が移動する。 

・表現したい言葉の上で 3秒間保持することで PCから言葉が発

せられる。 

 

 

（作品概要） 

・医療従事者や介護従事者の夜間見回り用ライト 

・手にはめて使うので、作業しているところのみが照らされ、手

を使う作業が容易にできる。 

 （点滴ボトルの交換や、時間ごとの尿量チェック等） 

・手を握ることで明るさを調節できるので、必要な場所のみ照ら

すことができる。 

 

 

福祉用具部門（一般） 

 

＜最優秀賞＞ 

○らくらく移動器具（大北 岩） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜優秀賞＞ 

○片手で操作ができるコミュニケーションソフトウェア（安田 圭佑） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○手のひらライト（藤田 ひとみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（作品概要） 

・車いすで大きな荷物を運ぶことのできる補助用具 

・車いすの転倒防止バーに取り付け、車いすに追従する。 

・用具と車いすを繋いでいるゴムは固く、車いすに巻き込ま

れることはない。 

 

（作品概要） 

・両手動作が困難な方用の洗濯ばさみ（ハンガー） 

・リールがつけられた洗濯ばさみを伸ばして、洗濯物のところ

に持ってくることで、片手でも洗濯物を干すことを可能に

している。 

・2 つの洗濯ばさみを合わせればより大きいものも干すこと

ができる。 

 

（作品概要） 

・五十肩等で肩の上がらない方用の着衣補助用具 

・机などに取り付けた本用具に服（ジャケット等）を開いて設

置し、両手を通す。 

・袖を通したら腕を前に持ってくることで着衣が可能である。 

 

（作品概要） 

・片麻痺の方用の読書補助用具 

・本作品に本を開いて設置することで、本の両端を固定し、勝

手にめくれることを防止している。 

・軽くてコンパクトであるため、どこでも使用でき、使用者も

片麻痺の方に限られない。 

 

 

 

＜奨励賞＞ 

○お荷物たすけくん（築田 智晶） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○のび～るピンチ（南部 ゆかり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○上着をきれるくん！！（澤田 雅也） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ブックスタンド（菅原 ちさと） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（作品概要） 

・車いす介助者用の車いすブレーキ（フットブレーキ） 

・従来のフットブレーキであれば、片方ずつブレーキにより

固定する必要があったが、本作品により、簡単に両輪を固

定することを可能にしている。 

 

（作品概要） 

・子どもから高齢者まで誰もが使いやすい食器 

・とっておきの菓子等を家族全員が同じ器で楽しむことがで

きる。 

・コップを作成する際は、2歳児から高齢者まで掴む部分の手

の長さを測り、どの年代でもしっかりと持つことができる形

を作った。 

・ピックはオリジナルの形で、刺す、すくう、切るなどといっ

た複合的な動作を可能にした作りとなっている。 

・お皿は底の面積を大きく取ることで安定性を増し、また皿の

縁はそり上がっており、縁を使ってすくい上げる動作を容易

にしている。 

 

 

（作品概要） 

・高齢者や女性など、手の力が弱い方でも持ちやすい器（ラ

ーメン鉢） 

・片手で水平に持ち上げやすい作りとし、また、器の外側を

段々とすることで厚みが出て熱さを感じにくく運びやすい

作りとしている。 

・この形状により、洗いやすく、器を多く積み上げても安定

し、作業の安全性も高まっている。 

・㈲能作うるし店と㈱ハチバン、工業試験場で共同開発及び

製品化まで取組んだ。現在、８番らーめん金沢駅店で試験

導入されている。 

 

 

福祉用具部門（企業）  

 

＜最優秀賞＞ 

○車いす ワンステップブレーキ 

（川端鉄工所株式会社） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜優秀賞＞ 

○三世代家族の絆を深める輪島塗のご褒美漆器 

（中島忠平漆器店） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

○より多くの人々に使いやすい漆器製のラーメン鉢 

（有限会社 能作うるし店） 

 

解除 固定 
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